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除振台

空気ばね式 上級型 JHDシリーズ P.3-159

JSDシリーズ P.3-160

普及型 J02シリーズ P.3-161

J03シリーズ P.3-162

J04Nシリーズ P.3-163

システムデスク型 J06シリーズ P.3-165

卓上型 J07Nシリーズ P.3-167

防振ゴム式 普及型 J05Nシリーズ P.3-164

卓上型 J10 P.3-168

定盤

光学定盤 卓上型 J09Nシリーズ P.3-169

架台付き J15シリーズ P.3-170

周辺機器

コンプレッサ JY-5.5 P.3-166

計測器棚 J11シリーズ P.3-171

組立式暗室 J12シリーズ P.3-171

オープンラック VRシリーズ P.3-172

除振台『搬入経路確認表』

『搬入経路確認表』フォーマット P.3-174
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テーブルガイダンス
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3-1.　BAステンレスの採用 3-2.　落下防止ボトム構造

アルミハニカムに比べて剛性が“60%以上”向上。
定盤内部の上面から下面まで、一切つなぎ目のない一枚
のスチールハニカムと、各部品の接合には完全硬化型の
接着剤を用いることで高剛性を実現しています。
従来のアルミハニカム同士のスポット溶接や、高さ合わせ
のためにハニカム同士を上下につなぎ合わせた製品とは
一線を画します。

一般的な光学定盤は、定盤の上下面とハニカムコアを組み立てた後にタップ加工を行っています。残念なことに定盤内部は“洗浄できない”た
め、切削油や削りカスが残り、その油が揮発して大切な機材や光学部品を汚染する原因になりかねません。

そこで駿河精機の定盤は、組み立てる前に上面板のタップ加工を行います。そして各部品に

“溶剤洗浄“を施してから組み立てるため、上記のような心配が一切ありません。

光学定盤の側面にBAステンレスを採用したオールステンレス
仕様で、定盤から微粒子を生じさせないための工夫です。
※例：J02-1007C

薬品や小部品がタップ穴に落ちたときに回収が可能で、かつ
定盤内部への埃の侵入を防ぐため、常にクリーンな環境を維
持することができます。

側板

上板
下板

スチールハニカムコア

■製造工程

タップ加工 溶剤洗浄 接　　合

ハニカムコア

メリット：①削りカス、加工油が内部に残らない　②加工油が上面やタップに残らない
③揮発成分0％の接着剤を使用　　　 だから、クリーンです

ねじ加工

接着剤

落下防止ボトム

スチールハニカム

BAステンレス

1 高剛性の実現

2 クリーン環境に適した製品

3 クリーンルーム仕様
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優れたスチールハニカム光学定盤の特徴
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サイレント
コンプレッサ
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L型加工

貫通穴

こんなカスタムが得意です

オプトロニクス

■ 定盤寸法：最大6,000（W）×2,500（D）×400（H）mmまで対応可能････幅6,000mmは国内最大級
■ 非磁性対応可能（内部ハニカム部含む）
■ タップ加工：M4、M6、M8、M10、M12、他

2つ以上のスチールハニカム除振台を結合させ、超大型の除振台を 

つくることができます。また光学系の設定位置や部屋の状況に合わせて、 
T字型やL字型等の形を構成することが可能です。入り口が狭く、搬入が困難
な場合にも有効です。

■ 各種複合型（Ｔ型・Ｌ型・Z型各種）
■ 立体型定盤（平面から立面と光路が自在にできます）

■ ドッキングバージョン

■ 定盤への貫通穴加工、任意の形状

1.光学定盤

2.除振台

30
0～

2,
50

0m
m

300～6,000mm

L字型の図 接合部が開いた図

T字型 コの字型 L字型 ナカヌキ型

変形製作例
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JHDとJSDシリーズ（P.3-159～160）に採用したチューンド・マス・ダンピング構造（以下TMD）とは、補助質量とばね、および
オイルの組み合わせにより、定盤の共振の抑制に用いられる受動型制振器です。定盤には曲げとねじれの基本モードの
共振点が存在します。例えば、下図のコンプライアンス曲線では290Hz付近で1次曲げモードの共振ピークが現れます。この
共振点をピンポイントで抑制し、狭帯域で優れた効果を発揮する制振器です。曲げとねじれモードは、定盤の形状・寸法で
まったく違った周波数で現れるので、それぞれ最適に調整されたTMDの設計がなされます。なお、オイルは完全密閉されてい
るので、漏れる心配はありません。

最適に同調されたTMDは、卓越する共振モードを集中的に制振することができる一方、搭載物の影響などで共振モードが
変化し、最適値が崩れると制振性能が減退する恐れがあります。
駿河精機のTMDは、独自のロバスト設計（※1）により、使用環境や搭載荷重の影響による共振モードの変動にも対応し、
狭帯域ダンピング構造でありながら広範囲（※2）にわたり制振効果を発揮するワンランク上の『チューンド・マス・ダンピン
グ構造』です。

下のグラフは、他社とのTMD構造のQ値（※3）を比較したものです。

（※1）ある系が応力や環境の変化といった外乱の影響によって変化することを阻止し、安定した（＝ロバストな）機能を発揮する設計手法のこと
（※2）対象となる共振モードを基準に固有振動数で-10%～+5%の理論値をいう
（※3）当該コンプライアンスを理想剛体線で割った値で、振動の増幅度を示す

●コンプライアンスとは、物体の変形のしやすさを「ひずみと応力」の比で表す物理定数のこと

※定盤寸法 : 2,000×1,500×T220mm

ハイグレードダンピング定盤

ダンピングなしの定盤

TMD構造の通常設計とロバスト設計のQ値比較
（テーブル中央）

30
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5

0

Q値

振動数比 ω/Ωｎ
0.6 0.8 1 1.2 1.4

ダンパなし

TMD構造

TMDロバスト設計
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最高峰の除振機能とは

1 チューンド・マス・ダンピング構造の実力

2 ワンランク上の技術
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ハイグレードダンピング定盤

■コンプライアンス曲線

ダンピングなしの定盤

スチールハニカム定盤

T
H

空気ばね

自動レベル
センサ

アジャスターフット
キャスター

A

（25）
（25）

B

M6
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オープンラック

20～30
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ハイグレードダンピング定盤

■コンプライアンス曲線

ダンピングなしの定盤

スチールハニカム定盤

T
H

空気ばね

自動レベル
センサ

アジャスターフット
キャスター

A

（25）
（25）

B

M6
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光学実験台

計測器棚/暗室

オープンラック

20～30
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周波数（Hz）周波数（Hz）
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架台付除振台

デスク型除振台

卓上型除振盤

サイレント
コンプレッサ

光学定盤

光学実験台

計測器棚/暗室

オープンラック

SPEC

型式
定盤寸法

A×B
（mm）

価格 製品質量
（kg） 定盤厚さ

T（mm）
機体高さ
H（mm）

最大搭載荷量
（kg）標準 クリーンルーム

50mmマトリクス 25mmマトリクス 50mmマトリクス 25mmマトリクス 標準 クリーンルーム
J03-1007 1000×  700 ￥547,000 ￥585,000 ￥598,000 ￥680,000 142 151

109 750 150J03-1010 1000×1000 ￥601,000 ￥654,000 ￥660,000 ￥742,000 176 183
J03-1207 1200×  700 ￥593,000 ￥638,000 ￥650,000 ￥740,000 155 163
J03-1209 1200×  900 ￥640,000 ￥694,000 ￥699,000 ￥801,000 194 205
J03-1510 1500×1000 ￥676,000 ￥752,000 ￥770,000 ￥924,000 313 337

209 800 300
J03-1512 1500×1200 ￥782,000 ￥850,000 ￥885,000 ￥1,037,000 350 375
J03-1809 1800×  900 ￥740,000 ￥818,000 ￥839,000 ￥967,000 357 385
J03-1812 1800×1200 ￥843,000 ￥934,000 ￥957,000 ￥1,141,000 393 421
J03-2010 2000×1000 ￥788,000 ￥890,000 ￥902,000 ￥1,079,000 374 404

J02シリーズを手押しポンプ式にしたコストダウンモデル。
■ 三次元空気ばね式を採用
■ アプリケーション：干渉計、光学実験用
■ カスタム対応可能…外形寸法、非磁性材料、貫通穴など

普及型スチールハニカム空気ばね式除振台：J03

※J03-××××T ････型式末尾に「T」　 M6-25mmマトリクス仕様
※J03-××××C ････型式末尾に「C」　 クリーンルーム仕様
※J03-××××CT････型式末尾に「CT」　クリーンルーム＋M6-25mmマトリクス仕様
※定盤寸法A×Bは、JIS_B_0405-1991　中級相当の公差を適応

※クリーンルーム仕様：上面は落下防止ボトム構造、側面はBAステンレスを採用・・・ P.3-156

除振台、定盤は重量物のため別途「搬入費用」が必要
になります。お見積もりの際は、P.3-174の『搬入経路
確認票』の必要事項にご記入いただきご提出ください。
お届け先や搬入経路の環境によって費用は異なります
のでご了承ください。

20～3030

タイプ 標準
固 有 振 動 数 垂直1.2Hz、水平1.0Hz
除 振 方 式 全方位対応三次元空気ばね
制 振 方 式 オリフィスダンピング構造
水 平 維 持 方 式 手押しポンプによる手動式

定　盤

内　部 一段式スチールハニカム構造

上　面 端面25mmから50mmまたは25mmマトリクスM6タップ加工
着磁性ステンレスSUS430　t5mm

側　面 レザーシート
下　面 ステンレス　ｔ4mm

■基本仕様

■搬入費用について



3
163

コンプレッサが必要な製品です
・JY-5.5 P.3-166

20～3030
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スチールハニカム空気ばね式除振台エコノミータイプ：J04N

オプトロニクス

SPEC

型式
定盤寸法

A×B
（mm）

価格 製品質量
（kg） 定盤厚さ

T（mm）
機体高さH
（mm）

最大
搭載荷量

（kg）
標準 クリーンルーム

50mmマトリクス 25mmマトリクス 50mmマトリクス 25mmマトリクス 標準 クリーンルーム
J04N-0605  600×  500 ￥393,000 ￥402,000 ￥442,000 ￥467,000 81 84 59 750 150J04N-0806  800×  600 ￥441,000 ￥457,000 ￥497,000 ￥527,000 102 105
J04N-1007 1000×  700 ￥556,000 ￥578,000 ￥623,000 ￥675,000 142 150

109

800 300

J04N-1010 1000×1000 ￥613,000 ￥647,000 ￥701,000 ￥765,000 173 182
J04N-1207 1200×  700 ￥606,000 ￥634,000 ￥683,000 ￥743,000 153 162
J04N-1209 1200×  900 ￥662,000 ￥696,000 ￥734,000 ￥819,000 184 194

159

J04N-1510 1500×1000 ￥673,000 ￥721,000 ￥787,000 ￥894,000 255 273
J04N-1512 1500×1200 ￥726,000 ￥782,000 ￥851,000 ￥975,000 286 305
J04N-1809 1800×  900 ￥701,000 ￥753,000 ￥825,000 ￥936,000 261 282
J04N-1812 1800×1200 ￥777,000 ￥844,000 ￥915,000 ￥1,064,000 321 342
J04N-2010 2000×1000 ￥751,000 ￥815,000 ￥885,000 ￥1,025,000 306 329

“除振性能”と“コストダウン”の両立を徹底追求したエコノミータイプ。
■ コストダウンを図るも基本性能は確保
■ アプリケーション：干渉計、光学実験用
■ 特注対応可能…外形寸法、非磁性材料、貫通穴など

※クリーンルーム仕様：上面は落下防止ボトム構造、側面はBAステンレスを採用・・・ P.3-156

※J04N-××××T ････型式末尾に「T」　 M6-25mmマトリクス仕様
※J04N-××××C ････型式末尾に「C」　 クリーンルーム仕様
※J04N-××××CT････型式末尾に「CT」　クリーンルーム＋M6-25mmマトリクス仕様
※定盤寸法A×Bは、JIS_B_0405-1991　中級相当の公差を適応

除振台、定盤は重量物のため別途「搬入費用」が必要
になります。お見積もりの際は、P.3-174の『搬入経路
確認票』の必要事項にご記入いただきご提出ください。
お届け先や搬入経路の環境によって費用は異なります
のでご了承ください。

タイプ 標準
固 有 振 動 数 垂直1.8Hz、水平2.0Hz
除 振 方 式 垂直方向ダイヤフラム型空気ばね
制 振 方 式 オリフィスダンピング構造

水 平 維 持 方 式 メカニカルバルブ自動レベリングセンサ
レギュレータ設定圧力0.25MPa（供給空気圧0.3〜0.7MPa）

定　盤

内　部 一段式スチールハニカム構造

上　面 端面25mmから50mmまたは25mmマトリクスM6タップ加工
着磁性ステンレスSUS430　t 5mm

側　面 レザーシート
下　面 スチール　t 4.5mm（表面黒色塗装）

■基本仕様

■搬入費用について
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レベル調整ネジ

定盤下面接触面

ロックナットセンサアーム

排気口

圧力ゲージ

圧力調整ツマミ

フィルタ

空気源接続口

ストップバルブ

設置する部屋の床に置いて、
傾いていたり、凸凹な床は避け
て設置して下さい。除振台の
水平を出すことが困難となりま
す。アジャスタフットだけでは水
平を出し切れない場合がありま
す。

エアコンや出入り口の近くで、
風の流れがあるような場所は
避けて設置して下さい。搭載
盤は空気で浮上している為、
空気の流れの影響を受ける場
合があります。直接風に当たら
ない所に設置して下さい。

設置する部屋の床はコンクリ
ート等の頑丈な床に設置して
下さい。板張り等、軟弱な床に
設置しますと、満足な除振性
能を得られないことがあります。

設置の際、防振台を壁や柱等
には接触させずに数センチ以
上離して設置して下さい。接触
させますと接触面より外来振
動が進入し、除振台に悪影響
となり、満足な除振性能を得ら
れない場合があります。
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URL　 http://www.surugaseiki.com/
E-mail　info@suruga-g.co.jp

①ご依頼者（搬入先） ご依頼日

会社名（団体名）

所　属

ご住所 ふりがな

（ビル、棟、室名など） ご担当者

TEL／FAX E-Mail

②代理店・商社様

会社名

所　属 ご担当者

TEL／FAX E-Mail

③製品について

ご検討機種 型　式 台　数 台

M6タップ 　　M6-25mmマトリクス、　　　M6-50mmマトリクス

空気源 　コンプレッサー（JY-5.5）が（　　不要、　　必要　（　　　　）台　）　

搬入・設置について 受渡
方法

　　　搬入・設置まで　－　下記Ａ～Ｆの空欄に必要事項をご記入ください
　　　軒下車上渡し　－　 お客様にてフォークリフト等の搬入機材をご用意ください 

④搬入経路について
Ａ．実績 以前に除振台を搬入したことが、

　　　ない－下記Ｂ～Ｆの空欄に必要事項をご記入ください

　　　ある－除振台の寸法：幅（　　　　　）×奥行（　　　　　）ｍ、分解搬入を　（　　　　した、　　　していない　）
Ｂ．荷降し

車両停車スペース
搬入口の前に４ｔユニック車の停車スペースが  （　　　ある、　　ない　）

※４ｔユニック車の寸法－幅2.5×長さ8.5×高さ3.0m

Ｃ．建屋の搬入口
車両停車位置から
搬入口までの状況　

a）距離が約（　　　　）ｍ、スロープが（　　ない、　　ある  →幅（　　　　　）ｍ
b）道路が舗装されて（　　　いる、　　いない　）

c）段差が （　　　ない、　　　ある→高さ（　　　　　）ｃｍ×（　　　　　）箇所　）

搬入口のひさしの有無
　　　ない

　　　ある→幅（　　　　　）×奥行（　　　　　）×高さ（　　　　　）ｍ

入口寸法 ｄ）横幅（　　　　　）×高さ（　　　　　）ｍ

Ｄ．エレベータ 設置する階 　　　地下、　　　地上（　　　　　）階

エレベータの有無 エレベータが（　　　ない、　　　ある→最大積載重量（　　　　　　）ｋｇ　）

間口寸法 幅（　　　　　）×高さ（　　　　　）ｍ

内部寸法
幅（　　　　　）×高さ（　　　　　）×奥行き（　　　　　）ｍ

※寸法は手すりなどの突起物を含む

Ｅ．通路

最も狭い箇所

最小幅（　　　　　）ｍ、最小高さ（　　　　　）ｍ

通路に段差が（　　　ない、　　　ある　）

・段差の高さ（　　　　　）×幅（　　　　　）cm、（　　　　　）箇所

Ｆ．部屋 環境 　　　一般的の部屋、　　クリーンルーム／クラス（　　　　　）

間口寸法 幅（　　　　　）×高さ（　　　　　）ｍ、手前の廊下の幅（　　　　　）ｍ

設置場所の寸法 幅（　　　　　）×奥行（　　　　　）×天井高さ（　　　　　）ｍ

Ｇ．養生 　　　不要

　　　必要：距離（　　　　　）ｍ

Ｆ．申請 作業申請が（　　　　必要、　　　不要）
申請内容

※必要な場合は申請内容を別途お知らせください
【注意事項】 ・クリーンルーム内の作業につきましては、クリーンスーツをお貸しください。

･エレベータでの搬入が困難な場合は別途ご相談ください。
・記載内容と現場状況が異なり、新たな搬入費用が発生した場合には、お客様負担とさせていただきます。

FAX 0120-789-449 

駿河精機株式会社　行

搬出入経路確認票




